
139

社
福
士 

指
定
科
目
（
専
門
）

※この科目は、2009年度以降入学者に対して開設されている科目です。2008年度以
前に入学した方の「高齢者福祉論（ 4 単位）」は『レポート課題集2014（社会福祉
編）』または通信教育部HPをご覧ください。

※会場によりスクーリングを別教員（小森弘道先生）が担当いたします。

科目の概要

■科目の内容 �
高齢者福祉の理念および目的について学習し、あわせて現行の高齢者福祉施策の体系の全般的理解

とその課題について考察します。具体的な内容は、次の通りです。
⑴　高齢者問題の背景（高齢者人口の動向・家庭環境の変化）を中心としながら、高齢者福祉の成
立要因を多角的に考えてみる。

⑵　高齢者福祉施策の変遷を学習する。
⑶　老人保健福祉計画・介護保険事業計画の概要を学習する。
⑷　在宅高齢者福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。
⑸　高齢者施設福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。

■到達目標 �
わが国の高齢者福祉の現状と課題を理解し説明することができる。

■教科書（「介護概論」「介護技術」と共通）�
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座13　高齢者に対する支援と介護保険制
度（第 5版）』中央法規出版、2016年（第 5版でなくても可）　第 1～ 4・ 8～10・終章

（最近の教科書変更時期）2016年 4 月
（スクーリング時の教科書）
【仙台会場】上記教科書は使用しません。当日配付する資料を中心に講義をすすめます。
【東京会場】上記教科書は必ず持参してください（第 5版でなくても可）。

■「卒業までに身につけてほしい力」との関連 �
とくに「社会への関心と理解」「アセスメント力」「問題解決力」を身につけてほしい。

高齢者福祉論 科目コード CL2064
単位数 履修方法 配当年次 担当教員

2 R or SR（講義） 1年以上 中里 　仁（上）／石附 　敬（下）
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■科目評価基準 �
レポート評価40％＋スクーリング評価 or 科目修了試験60％

■参考図書 �
中里　仁著『特別養護老人ホームの日と人』CLC出版、2017年

■履修上の注意 �
2015年度以降入学者は、この科目を高等学校教諭一種免許状（福祉）取得に必要な「教科に関する

科目」として使用することはできません。

スクーリング

▶仙台10月・盛岡開講分　中里　　仁
■スクーリングで学んでほしいこと �
制度や政策の内容を、テキストをとおし学ぶことも大切ですが、なによりも対象者となる高齢者（人

間）の福祉、すなわち高齢者の「人権・尊厳・自立とはどのようにあるべきなのか」について、受講
者の皆様ひとりひとりが感じ考えていただきながら、高齢者福祉の捉え方、その際に必要な視点につ
いて、学んでいただきたいと考えております。
なぜなら、高齢者の方々の人権・尊厳・自立のあるべき姿についての学ぶことは、結果、私たちの

親を含めた自身の将来、そして、子どもたちの将来にも通ずる大切な学びであると考えるからです。
具体的な講義の内容については、高齢者の方々が抱える生活上の諸問題について、視聴覚教材を中

心に、その現状理解を図っていただくとともに、実践事例の紹介を交えながら、高齢者福祉の現状と
課題、改善策、今後のあるべき姿について、受講生の皆さんと共に感じ考えることのできる、スクー
リングにしたいと考えております。

■講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 高齢者福祉とは何か（その捉え方） 福祉を1本の木の成長に例え

2 高齢者の尊厳について 貧困・年金問題・孤独死等

3 高齢者福祉施設の課題について 介護人材不足、集団ケア等

4 高齢者福祉施設の今後について ユニットケア、ユニットケアの課題、地域分散サテラ
イトケア等

5 地域包括ケアシステムについて 現状と課題等

6 高齢者福祉の今後についてⅠ 地域共同ケア、地域支え合いの視点等

7 高齢者福祉の今後についてⅡ 集合住宅の支え合い、集落における地域支え合い

8 まとめ

9 スクーリング試験
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■講義の進め方 �
視聴覚教材を中心に進めます。

■スクーリング　評価基準 �
スクーリング試験100％（レポート形式）：持込可

■スクーリング事前学習（学習時間の目安： 5 ～10時間） �
（予習すべき内容）
テーマと講義内容に記された、「尊厳、高齢者福祉、虐待、孤独死、認知症、高齢者福祉施設、地域

福祉等」のキーワードについて、教科書の巻末の Index（索引）を参考に、事前に目を通しておいて
下さい。

■スクーリング事後学習（学習時間の目安：20～25時間） �
1 ）講義内容で関心を持った内容については、あくまでも自主的なものではありますが、文献や他
の視聴覚教材などから学びを深めてください。

2）講義で学んだ内容が実践に反映できるとするならば、可能な限り実践に応用してください。

▶仙台 4 月開講分　石附　　敬
■スクーリングで学んでほしいこと �

本講義は、①老いについての理解と、②高齢者福祉に関する制度の理解の 2 つの柱で構成します。
前半では、ライフコースの視点から老いというものを自身の身近な問題として考えていきます。後半
では、介護を中心とした高齢期の生活課題に対応した制度体系について理解していきます。

■講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 老いについて① 社会的な老い

2 老いについて② 心と身体の老い

3 高齢者を取り巻く諸問題 少子高齢社会、健康・介護・経済・生活意識等

4 高齢者保健福祉の発展 戦後から介護保険制度の成立まで

5 介護保険制度とサービス体系① 制度概要、在宅サービスの体系

6 介護保険制度とサービス体系② 施設サービスの体系、事例検討

7 高齢者支援における方法 支援の方法と留意点

8 質疑応答

9 スクーリング試験
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■講義の進め方 �
パワーポイント、配付資料、教科書をもとに講義を進めます。

■スクーリング　評価基準 �
スクーリング試験のみ（持込全て可）。※スクーリング講義で説明した内容について理解を問います。

■スクーリング事前（学習時間の目安： 5 ～10時間）・事後学習（学習時間の目安：20～25時間） �
教科書の講義テーマに関係する箇所を事前に読んで、自分なりに学びたいことを考えてきてくださ

い。受講後は、体系的に知識を整理することと、それぞれの関心のあるテーマについて、書籍、論文、
新聞記事など読み学びを深めてください。

▶東京開講分　小森　弘道
■スクーリングで学んでほしいこと �
少子高齢社会が進展するわが国で、高齢者の特性を理解し、高齢者を取り巻く環境や生活にどのよ

うな諸問題や課題があるのかを考えていただきながら、高齢者を支えている制度の一つとしての介護
保険制度を中心に、高齢支援の関連法規やまた高齢者を支えるには他職種で連携・協働しながら支援
する必要があることを理解してもらいたい。さらに、私自身の今までの社会福祉士としての実践を通
して、社会福祉士としての知識や技術のみならず、倫理観や価値観を伝えていけたらと思っておりま
す。

■講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 少子高齢社会と高齢者 高齢社会の現状・高齢保健福祉の発展

2 高齢者の特性① 高齢者の社会的・身体的・精神的理解

3 高齢者の特性② 高齢者の総合的理解

4 高齢者支援の関係法規 老人福祉法・高齢者虐待防止法等

5 介護保険制度① 介護保険制度の体系、目的

6 介護保険制度② サービス種類と内容、利用の流れ

7 高齢者を支援する組織と役割、方法 専門職の役割と他職種連携・協働

8 まとめ

9 スクーリング試験

■講義の進め方 �
配付資料、教科書をもとに講義を進めます。
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■スクーリング　評価基準 �
授業への参加状況30％＋スクーリング試験70％（持込すべて可）
※試験は国家試験過去問題の中から改変して出題予定
試験では、とくに「到達目標」に記載の内容について評価を問います。

■スクーリング事前学習（学習時間の目安： 5 ～10時間） �
高齢者の特徴や現状を、自分なりに考えてスクーリングに参加してください。

レポート学習

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 高齢者の特性

①
高齢期における生活の変化、家族
と社会関係の変化を理解するとと
もに、加齢に伴う身体機能、運動
能力の変化を理解する。

高齢者の福祉を学ぶ際、その特性を理解すること
が重要です。加齢に伴う身体的変化を充分理解
されたうえで、特に「家族」と「社会関係」の変
化について、テキストに書かれた内容を身近な高
齢者に当てはめながらイメージ化し学びを深めて
ください。

2 高齢者の特性
②

高齢者の精神的な変化を理解する
とともに、ライフサイクルとライフ
コース、更に終末期ケアを含め高
齢者を総合的に理解する。

社会的環境の変化や加齢に伴い、精神的な老化
や心の病気等の高齢者の抱える精神的な課題を
理解するとともに、誰しもが避けては通れない

「死」について学びを深めてください。

3 少子高齢社会
と高齢者

少子高齢社会の現状と要因を理解
するとともに、高齢者を取り巻く
諸問題を理解する。

少子高齢社会が国家にもたらす「その意味合い」
を理解するとともに、介護問題のみならず高齢
者を取り巻く諸問題について学びを深めてくださ
い。

4 高齢者保健福
祉の発展

高齢者福祉の起源と生成、第二次
大戦以降の我が国における高齢者
保健福祉制度の発展過程を理解す
る。

「現在」の高齢者保健福祉制度を理解するために
は、その発展過程を理解することが重要となりま
す。それら制度の変遷を踏まえ、「将来」の制度
のあるべき姿について学びを深めてください。

5 高齢者支援の
関係法規①

高齢者の支援にあたり、その法的
根拠となる関連法規を学ぶことは
必要不可欠であります。ここでは
高齢社会対策基本法の概要と高齢
社会対策大綱の概要を正しく理解
する。

これまでに類をみないスピードで高齢化が進んだ
我が国において、その対策への基本的理念であ
る高齢社会対策基本法を理解するとともに、社会
経済の変化を踏まえ見直された高齢者対策大綱
について比較関連づけながら、学びを深めてくだ
さい。

6 高齢者支援の
関係法規②

高齢者支援法規の基本ともいえる
老人福祉法を理解するとともに、
高齢者の医療の確保に関する法規
内容を理解する。

老人福祉法の内容とその目的を理解するととも
に、高齢者の生活に深く関連する「医療」の確保
に関する法規を理解することにより、その連携の
重要性について学びを深めてください。

7 高齢者支援の
関連法規③

高齢者虐待防止法、バリアフリー
新法、高齢者の居住の安定確保に
関する法律、権利擁護と成年後見
制度等の内容を理解する。

これらの関連法案は、家族構造や社会構造の変
化に対応すべく作られた法律です。特に高齢者
虐待についての正しい理解、そして成年後見制度
について学びを深めてください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
8 高齢者を支援

する組織と役
割①

行政機関の役割、指定サービス事
業者、国民健康保険団体連合の役
割を正しく理解する。

国・都道府県・市町村それぞれの役割、そして
様々なサービスを提供する指定サービス事業者
の役割を理解することが、現在の高齢者支援の
基本となります。国民健康保険団体連合の役割
を含め、学びを深めてください。

9 高齢者を支援
する組織と役
割②

地域包括センターの組織と役割、
その目的、市町村の責務、活動の
実態を学ぶとともに、「地域包括ケ
ア」における役割を理解する。

2015年 4月の介護保険改定の内容においても重要
な役割を果たす地域包括支援センターを理解し、
併せて活動の実態を踏まえ、「地域包括ケア」の
具現化における、その現状と課題について学びを
深めてください。

10 高齢者を支援
する組織と役
割③

地域福祉推進の要でもある社会福
祉協議会の役割、ボランティア団
体、ＮＰＯ等を含めた非営利民間
活動の現状を理解する。

社会福祉協議会という名称については、多くの皆
さんが承知されておられますが、その設立の目的
や歴史的変遷、そして現状と課題について、あま
り理解されていない実情もあります。地域福祉の
理解を深めるためにも学びを深めてください。

11 高齢者支援の
方法と実際①

高齢者理解の方法、個人・家族相
談援助、グループ相談援助、ケア
マネジメント等、相談援助に必要
な方法と実際について理解する。

高齢者支援において最も重要なことは、「その人
（高齢者）を理解する」ことです。支援にあたっ
ては、支援者の個人的な経験値を尺度とした理
解や支援ではなく、さまざまな相談援助の「技
術」や知識が必要となります。その実際について
学びを深めてください。

12 高齢者支援の
方法と実際②

介護保険法に基づき、またケアマ
ネジメントの技術を駆使し、要介
護状態であっても自宅で暮らし続
ける（たい）高齢者の支援や虐待
を受けている高齢者の支援につい
て、具体的事例をとおし、専門職
間の連携の在り方を含め理解する。

制度内容を理解したうえで、実際の支援がどの
ように行われるのか、そのために必要な専門職と
は、その役割とは等、ケアマネジメントの流れに
沿って紹介されています。実際の事例から学びを
深めてください。

13 高齢者を支援
する専門職の
役割と実際①

専門職の役割と実際、専門職によ
る協働（多職種連携）について、
チームとはチームアプローチの展
開と実際について理解する。

複合的ニーズのある高齢者に対し、さまざまな分
野の専門職の支援が必要となります。ここでは専
門職役割と実際、特にチームアプローチの重要性
について学びを深めてください。

14 高齢者を支援
する専門職の
役割と実際②

専門職に必要な倫理とは、社会福
祉士や介護支援専門員に必要な倫
理とは何か理解する。

専門職にとって、知識や技術が重要であることは
承知のとおりです。その根幹を成す「倫理」につ
いて、社会福祉士の倫理要綱、介護支援専門員
の倫理内容から学びを深めてください。

15 近未来の高齢
者福祉の課題

近未来の高齢者が直面する課題、
その解決に求められる支援システ
ム、高齢者を対象とした就労や学
習支援システム、予防システムに
ついて理解する。

高齢者人口の増加、要介護後期高齢者の増加、
認知症高齢者の増加、若年労働力の減少、エネ
ルギーや環境問題を含め、近未来に予想される
諸課題について、俯瞰的な視点から学びを深め
てください。

■レポート課題 �

1 単位め 「高齢社会とは何か」「高齢者とは何か」、そして病や死の時期の「尊厳のあり様」について自ら
の体験等に基づき、見解を述べよ。
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2 単位め 戦後の高齢者福祉施策の体系について時系列で整理し、その課題について論述しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。

■アドバイス �
「高齢者福祉論」の学習は、全般的には高齢者福祉施策の体系に関する知識的理解が中心となります
が、最終的には履修者各自の高齢者観（像）の再考と “ 老い ” ＝生きることへの価値観を涵養するこ
とにつきます。したがって、「高齢者福祉論」を履修される方は、単なる知識的理解に留まることなく
（これも大切な学習ですが……）、常に自らの人生経験と絡め、考察し続けながら学習をしてください。

なお、レポートに要求する内容を考えると、 1 単位につき1,800字以上でまとめてくださることを希
望します。1,800字未満では再提出になる可能性が高くなります。

　　　　　　そもそも “高齢者 ”“ 老人 ” とは何かを、各自もう一度自分と関連させながら考えてく
ださい。人間は何歳から《老人》になるのか、いつから《大人》になるのか、そしてい
つ《子ども》であることを卒業（？）するのか。借り物の知識ではなく、自らのまた身

近な方の例をあげながら述べてみてください。そして、「あなたは年齢を重ねた時、“高齢者 ”と呼ば
れたいですか、それとも “老人 ” ですか」。レポート作成過程で自らの “高齢者 ”観が確認できればよ
いのですが……。

　　　　　　戦後の高齢者福祉施策の体系について、時系列で整理してください。また各自の常識
的視点からで結構ですから、批判的に高齢者に係わる在宅そして施設福祉サービス等の
課題（問題）について述べてみてください。

科目修了試験

■評価基準 �
テキストの内容を自身で要約することにより、下記の項目について理解を深めてください。
１）「地域包括支援センターの役割と 4つの業務内容」について記述ください。（第 8章、p.224～225）
　　※地域包括支援センターの役割と業務について理解しているか。
２� ）「社会福祉協議会が力を入れる介護予防・福祉増進サービス活動内容」について記述ください。
（第 8章、p.235～236）
　　※高齢者福祉事業への社会福祉協議会の取組みを理解しているか。
３� ）「ボランティアの原義」について記述ください。（第 8章、p.237～238）
　　※ボランティア団体・非営利民間活動について理解しているか。
４� ）「高齢者支援における 4つの留意点」について記述ください。（第 9章、p.258～259）
　　※高齢者支援における留意点を理解しているか。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス


